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心のバリアフリー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  先日ゴールボールメダリストの安達安記子さん、加藤三重子さんに来校していた
だき、障害のことやゴールボールの魅力について話していただきました。どんなに法
が整備されても最後に残るのは「心のバリアフリー」です。加藤さんが、「できない
ことがあっても、工夫したり周りの人に助けを求めたりすることが大切です。」と言
っていたことが心に残っています。 

 

月 火 水 木 金 土 

   1（特） 2（特） 3 

  

 

ふれあい月間（始）

安全指導 

５時間授業 

個人面談⑤ 

４時間授業 

（区内研究発表会

のため） 

文化の日 

5 6（特） 7 8（特） 9 10 

全校朝会 

委員会活動 

５時間授業 

個人面談⑥ 

  展覧会 土曜授業公開日

展覧会 

12 13 14 15 16 17 

全校朝会 

４時間授業 

(校区別協議会のため） 

運動会写真集金日 

５時間授業（１～５年） 

展覧会片付け 

６校時（６年） 

 クリーン運動 

４時間授業 

(就学時健診のため) 

児童集会 

４時間授業 

（区内研究発表会

のため） 

 

19 20 21 22（特） 23 24 

全校朝会 

クラブ活動 

救急救命訓練 

（６年） 

ユニセフ募金 

４時間授業 

（２－１研究授業） 

ユニセフ募金 勤労感謝の日  

26 27 28 29（特） 30 12/1 

全校朝会 

５時間授業 

 ４時間授業 

(区一斉研究会のため) 

クリーン運動 

予備日 

音楽朝会 

ふれあい月間（終） 

 

 

ぼくはふつうの赤ちゃんより小さく生まれて２年生になった今も小さいま

まだ。それにサ行がきれいに話せなくてことばの教しつ通った。ようち園の

時ともだちから「四月生まれなのになんで小さいの。」「なんでそんなしゃべ

り方になるの。」と言われてしまった。じ分でもじかくがあるからいやだと

は思わなかった。小さく生まれたこと、ことばの教しつに言っていることを

つたえたらともだちも分かったというようにそれい上なにも言ってこなか

った。小さいのがかわいそうと言われるのはいい気がしないけど、ぼくのこ

とをよく見てきょうみをもって聞いてくれたならうれしい。体に人とちがう

ところがあるとしてもそれはかわいそうなことではないと思う。でも体のと

くちょうをりゆうにわらったりなか間はずれをしたらかわいそうなことに

なる。 

（内閣府 平成２８年度 心の輪を広げる体験作文入賞作品） 

１１月の行事予定  ※（特）は特別時程です。    （今月は、予告なしの避難訓練があります。） 



音楽鑑賞教室  文化的行事委員会 有吉 由季 

今年度の音楽鑑賞教室では、パーカッションのアンサンブルを聴きました。あまり見ることので

きないアフリカの打楽器などもたくさん紹介してもらい、普段見ることのないものに子供たちはわ

くわくしていました。みんなが知っている曲も、実際に目の前で演奏してもらうことができ、「もっ

と聴きたい。」と言っている子も多かったです。とても楽しい時間を過ごすことができました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

移動教室 

５年担任 清水 知子 

 １０月１８日から１０月２０日まで、静岡県下

田市に移動教室へ行ってきました。最初の見学地

の「城ヶ崎ピクニカルコース」では、海岸沿いの

ハイキングをし、その後の弁天島での釣りでは、

初めての海釣りをみんなで楽しみました。その日

の夜は、待ちに待ったキャンドルサービス。思い

っ切り踊って盛り上がり、友情を深めました。２

日目はタライ岬～弓ヶ浜のハイキング。美しい浜

辺で食べたお弁当は最高でした。午後はお楽しみ

の海中水族館へ。班行動でショーやお土産選びを

楽しみました。そして夜は肝試しで大盛り上が

り。思い出になったことでしょう。３日目は地球

博物館の見学へ。盛り沢山の２泊３日でした。移

動教室で学んだことを今後の学校生活に生かし、

さらに成長していってほしいと思います。 

運動会！ 

体育主任 篠原 正憲 

 １０月２日（火）、秋晴れの気持ちのよい天気の中運動会が行われました。実施後の運動会アンケ

ートを読みました。子供のキラキラした笑顔と、勝負にかける真剣な思いを感じていただき本当にあ

りがたく思います。ご理解とお褒めの言葉本当にありがとうございました。改善点は検討して、来年

の運動会につなげてまいります。       

今年度の運動会のスローガンは、『最後まで 魂かける けっせんだ』でした。私がこのスローガ

ンが達成されていると感じたのは、得点板の数字が変わる度に児童席から大きな声が聞こえたことで

す。負けている時は奮起しようという声･･･逆転した時の歓喜の声･･･常に聞こえたのは仲間同士励ま

し合う声です。チームを勝利させようという強い気持ちを感じました。それを支えたのは、応援団の

魂です。私は大六に赴任して毎年、応援団の練習に参加しておりますが、応援団は今年も毎日、放課

後に大きな声を出し、走り、全力で練習しました。「全力で応援する姿が、くじけそうな誰かを救う

勇気になる。」本当にそうであったと思います。応援団のみなさん、ありがとうございました。 

最後になりますが、おやじの会をはじめ、たくさんの方々の協力で今年も運動会を実施することが

できました。ありがとうございました。 

４年生の紹介 

４年学年主任 曽田 真樹子   

 運動会のダンスの練習では、自分たちでス

ポーツの動きを考えました。かっこよく見せる

ためにはどうすればよいか考えながら踊る姿、

周りと息を合わせて演技しようとする姿に 1 学

期より成長を感じました。応援団やリレーの選

手の練習では、上級生から学ぼうとする姿にた

くましく感じました。 

また、クローバー遊び・クローバー給食では、

兄学年として張り切って活動しています。最初

より、相手の２年生が楽しめるような遊びの計

画を立てたり、仲良く、安全に活動したりする

姿が見られ嬉しく思います。自分のことだけで

なく、周りを見て行動しようとする姿勢を大切

にしていきます。あと半年、今後の活躍が楽し

みです。 


